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はじめに
　専門が言語学で、大学で日本語やアラビア語を教えているという自
己紹介をすると、当然のように「大学で日本語を教えているっていう
のはどういうことですか」という質問とともに、「アラビア語ってど
んなことばですか」という質問が投げかけられることが多い。
　アラビア語について何もご存じない方や少しアラビア語をかじって
みたという方、あるいはさまざまな言語に対する興味があり、アラビ
ア語ってどんな言語かなと考えている方々に、筆者の経験を踏まえて、
アラビア語についてご説明し、未知の方にはアラビア語の輪郭を捕ま
えてもらい、また少しかじっている方には現在の学習段階が全体の中
でどのあたりの位置にあたるのかというような目安を得ていただけれ
ばと思う。
　以下、Ⅰではアラビア語ってまあ言ってみればこんな言語ですよ、
というアラビア語の概観を紹介し、Ⅱ・Ⅲでは、すでに少しアラビア
語をかじっている方を対象に、Ⅱで辞書について、Ⅲで具体的にテキ
ストに対峙し、解読していこうとするときに役立つ一種のレシピのよ
うなものをお示しできたらと考えている。
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Ⅰ　アラビア語について
1　アラビア語とは
　アラビア語は「アフロ・アジア語族（あるいはアジア・アフリカ諸
語）」に属する言語である。①
　アラビア語にも、他の言語と同様に、いくつかの「バリエーション」
が存在する。アラビア語の場合、まず、一般に二つのバリエーション
がある。一つは「フスハー」と呼ばれ、もう一つは「アーンミーヤ」
と呼ばれる。
　フスハーというのは、「supraimposed（被さり＝超分節的な）」バリエー
ションで、日本語を例にとれば、「標準語」（最近の用語だと「共通語」）
にあたる。古典的なバリエーション（古典語）とよばれたり、書きこ
とばのバリエーション（文語）とよばれたり、標準的なバリエーショ
ン（標準語）と呼ばれたりしているが、日本語では「正則語（正則ア
ラビア語）」という呼称が広く用いられている。
　イスラームの経典「アル・クルアーン（コーラン）」がアラビア語
で表記されたことから、唯一神「アッラー」の啓示つまりアッラーの
ことばを正確に解釈するために規範文法が発達し、それ（アル・クル
アーンのアラビア語）に基づいて、読み書き、また思索のための言語
として正則アラビア語が成立した。フスハーはアラビア語のゆるぎな
い基盤を形成してきたが、近代になり、新しい語彙やレトリックを取
り入れた結果、現代フスハーあるいは現代標準アラビア語と呼ばれる、
学校教育、報道、文学著作などの公的な領域で用いられる共通語とし
て彫琢された。
　一方、アーンミーヤというのは、人々が日常生活で使用する日常的
なバリエーション（口語）で、民衆語と呼ばれたりすることがある。
一般にアラビア語の「dialect（方言、より厳密には地域方言）」であり、
フスハーとは発音や語彙等の点で異なっていることもある。大別する
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と、北アフリカ（マグレブ）方言、エジプト方言、アラビア半島方言、
シリア方言、イラク方言等が指摘されている。
　このフスハーとアーンミーヤとの使い分けは、ファーガソンによっ
て「diglossia（ダイグロッシア）」と呼ばれた。②　筆者はこれを「二
言語変種状況別使い分け状態」という日本語に訳してみたことがある
（つまりある社会では二つの言語変種が同時に行われており、という
ことは、その社会の成員が「bilingual（二言語使用者）」であるという
ことで、一方が公的・フォーマルな状況で使われ、もう一方が私的・
インフォーマルな状況で使われるといった使い分けがみられる場合、
これを「ダイグロッシア」と称したというような意味で）。
　このダイグロッシアは「bilingualism（二言語使用）」とは異なる概
念であることに注意されたい。
2　アラビア語学習の壁
　アラビア語を学習しようとする日本語母語話者（以下、日本人と略
す）には以下のようないくつかの壁が、学習困難なポイントとして立
ちふさがるということが経験的に指摘できる。
　第一の壁は、「発音」。
　第二の壁は、「文字」。
　第三の壁は、一般に単語と呼ばれる問題。すなわち形態素による造
語法。つまり言語学的には「形態素（morpheme）」と呼ばれる意味の
単位をどのように組み合わせて単語を構成するかという問題。
　第四の壁は、名詞の曲用。
　第五の壁は、動詞の活用。
　第六の壁は、動詞の派生形。
　これら六つの壁を克服できれば、アラビア語がどんな言語かについ
てはマスターしたことになると思う。ここにあげた六つの壁に、以下、
それぞれのセクションごとに解説をこころみたい。
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3　発音
　言語における発音の違いは、当該の 2 言語の音価のずれによる。と、
いささか専門的な書き方をしてしまったが、要は、例えば、日本語で
は「ラ」は一種類しかないが、英語では /ra/ と /la/ は異なった違う音
価を持つ別の音素であって、日本語では区別がないのに英語では区別
があるということである。日本語で「ライト」は一つの意味に対応す
る一つの単語だが、英語では「wright[rait]」は「正しい、右」という
意味であり、「light[lait]」は「軽い、光」という意味である。そこで、
日本語には「ライト」しかないといって、その意味が「正しい、右、
軽い、光」のすべてであるといったら、そもそも言語が異なるとはど
ういうことか、ということに無知であるとしか言えない。
　同様に、日本語では「タニ」と「ダニ」や「すす」と「すず」は、
文字でいうと清音と濁音、発音でいうと無声音と有声音というふうに
発音が異なっており、違う単語であるが、これを無気音と有気音で「対
立している」という。同様に、たとえば中国語では無気音と有気音が
対立しているし、朝鮮語では無気音（平音）と有気音（激音）、喉頭
化音（濃音）が対立している。
　これがアラビア語の場合には、/kalb/（犬）と /qalb/（心）というよ
うに、 /k/ と /q/ が対立していたり、日本語でいう「ハヒフヘホ」の /
h/ の音が /x/ （ドイツ語の「ch」の音に似た音）・ /H/ （冬に手の平を温
めようとして「ハー」と出す音に似た音）・/h/ （いわゆる普通の「ハ」
の音）等が対立していたり、 /k/ の有声音の /g/　と /H/ の摩擦音の
/γ/ とが対立していたりする。
　またアラビア語で「イトバーク」と呼ばれる現象があり、 /s/ ・ /d/ ・ 
/t/ ・ /z/ それぞれに強勢の喉頭化音がある。③
　母音は音韻論的には /a/ /i/ /u/ の三つであるが、音声的な変異が存
在し、 /i/ の変異として [e]、 /u/ の変異として [o] が観察される。正書法
で「フサイン」、「ウマル」、「ウサマ・ビン・ラディン」が「フセイン」、
Hosei University Repository
41
16異文化16異文化
「オマル」、「オサマ・ビン・ラディン」と発音されたりするのがその
例である。
４　文字
　アラビア語の文字のシステムはアルファベットである。日本語に表
記に用いられる文字（ここではひらがな・かたかなに話題を限定する
が）は、一文字で「子音＋母音」を表す「音節文字」である（たとえ
ば「か」は「k」＋「a」の音価を表す）のに対して、アラビア文字は
単音を表記する。アラビア文字の文字数は、数え方にもよるが、28（あ
るいは 29）あり、すべて子音の表記のために用いられる。英語など
では 26 だからアラビア語のほうが多いと感じるかもしれないが、そ
れは誤解である。英語には大文字・小文字の区別があるから、倍の
52 文字を覚えなければならないが、アラビア語には大文字・小文字
の区別がないから、28 だけである。ただし、文字数は 28 だが、独立形・
語頭形・語中形・語尾形があり複雑に見えるかもしれない。が、独立
形は基本的に語尾形と同じであるので覚えてしまえばそれほど難しい
ものではない。文字が難解だといっても、日本人にとって見慣れない
文字、たとえばキリル文字やハングルの場合とそれほど事情が異なる
わけではない。
　母音は子音 28 文字の上や下に簡単な記号（母音符号）を添えて表
す（ /a/ はファトハ、/i/ はカスラ、/u/ はダンマと呼ばれる母音符号
を付す）。
5　形態素あるいは単語
　「形態素」というのは意味の単位のことである。日本語でいえば、「ツ
クエ」や「イス」は一つの単語でありかつ一つの意味であるといえる。
これに対して、「タベル：taberu」の場合、「タベル」で一つの単語で
あろうが、意味は「タベ」が食べるという意味で「ル」は未完了を表
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す。これは「タベタ」と並べてみると了解できると思う。「タベ」が
食べるという意味で、「タ」は完了を表す。「タベナカッタ」は「タベ」
と「ナイ」と「タ」という三つの形態素から成り立つ一つの単語とい
う解釈になる。もちろん「ナイ」と「タ」が接続すると、「ナカッタ」
という語形になるのは、意味の問題ではなく、日本語の発音上のルー
ルであると考える。
　アラビア語の単語は、三つの子音からなる「語根」によって成り立っ
ている。これは一般に「セム諸語」の特徴である。
　アラビア語の動詞の変化形は「櫛形」とでもいえるもので、あえて
例をあげれば、英語の /teik/ は「取る」という意味だが、 /tuk/ は「取っ
た」という意味で、 /t—k/　に「取る」という一般的な意味があり、 
/-ei-/ は現在、 /-u-/ は過去の意味を担っていて、/teik/ や /tuk/ がそれぞ
れの意味になるとでもいうような原理である。
　具体的に説明しよう。語根「K-T-B-」には語彙的に「書く」という
一般的な意味があり、「-a-a-a」には文法的に「三人称・男性・単数・
完了」つまり「彼が～した」という意味がある。この語根「K-T-B-」
と「-a-a-a」とが組み合わされる「KaTaBa」となると、「K-T-B-」の「書
く」という語彙的な意味と「-a-a-a」の「彼が～した」という文法的
な意味とが組み合わされることになり、結果的に「彼は書いた」とい
う意味の単語を形成する、といった造語法である。
　同様に「-a-a-at」（三人称・女性・単数・完了）と「書く」が組み合
わさると「KaTaBat」となり、意味は「彼女が書いた」となる。
　また語根「K-T-B-」（書く）と「-i-aa-」という音列が組み合わされ
ると、「KiTaaB」という形になるが、これは「K-T-B-」という語根か
らつくられる「本」という意味の名詞である。
　同様に「ma-KTaB」は「事務所、机」、「ma-KTaBat」は「図書館、
本屋」などと派生的にさまざまな動詞や名詞の単語が生成されること
になる。
Hosei University Repository
43
16異文化16異文化
　ただし、ここで急いで付け加えておかなければいけないことがある。
それは、今までは基本的にアラビア語の単語が「三語根」であるとい
う前提で話を続けてきたのであるが、アラビア語には「四語根」の単
語も存在するということである。たとえば「T-R-J-M」という「四語根」
は一般に「翻訳する」という意味の語根であったりする。
6　名詞の曲用
　「曲用（declension）」というのは名詞類の変化形のことであり、名
詞類が性（ジェンダー）、数、格によって語形を変えることである。
　アラビア語にもいくつかの品詞がある。伝統的なアラビア語文法で
は三つの品詞を区別している。一番目は「名詞類」（アラビア語では「イ
スム」という）、二番目は「動詞類」（アラビア語では「フィウル」と
いう）、三番目は「不変化詞類」（アラビア語では「ハルフ」という）
の三種類である。
　格については、「イスム」は語尾が格変化するという特徴を持つ語
類である。語尾が「ウ」なら主格、語尾が「ア」なら対格（英語の目
的格）、語尾が「イ」なら属格（英語の所有格）である。
　数については、アラビア語には単数、双数、複数がある。双数は、
男性名詞も女性名詞も語尾が「アーニ」で示される。アラビア語には
ジェンダーが男性名詞と女性名詞と二つあり、名詞の規則複数形とし
て、男性名詞の場合は語尾が「ウーナ」、女性名詞の場合は語尾が「アー
ト」で示される。問題はいわゆる不規則複数形である。アラビア語に
は不規則複数形のパターンが 20 以上ある。一部を紹介すると、「キター
ブ（本）」の複数形が「クトゥブ」、「ミフターフ（鍵）」の複数形が「マ
ファーティーフ」、「ザフル（花）」の複数形が「アズハール」等々と
なる。ある名詞の場合、不規則複数形自体が 3 つも 4 つもあり、それ
が複数のあり方によって使い分けられているということになると、お
そらく我々の想像を絶しているのではないだろうか。
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　これが第三の壁である。
7　動詞の活用つまり変化形
　「活用（conjugation）」というのは動詞類の変化形のことである。「活
用」は、動詞類が人称、数、相、法、態などの文法範疇によって語形
を変えることである。
　アラビア語の「フィウル」つまり動詞もインドヨーロッパ諸語と同
様に「活用」する。
　ただ、アラビア語は英語のようなテンス「時制」の言語ではなく、
アスペクト「相」の言語である。日本語もアスペクトの言語であって、
たとえば「食べた」というのは過去形ではない。「来週、晩ご飯を食
べたあとで連絡します」の「食べた」は「来週」の出来事であるから
未来を示す形ということになる。
　アラビア語には「完了形」と「未完了形」の二つのアスペクトが存
在する。
　形態素の説明のところであげたように語根「K-T-B-」と「三人称・
男性・単数・完了」を意味する「-a-a-a」とが組み合わさると「KaTaBa」
つまり「彼は書いた」という意味の単語になる。これが「完了形」の
変化形の例である。
　「未完了形」の場合は、「K-T-B-」と「三人称・男性・単数・未完了」
を意味する「ya-$-u-u」（$ はここではゼロを意味する）とが組み合わ
さり「yaKTuBu」つまり「彼が書く」という意味の単語ができる。
　今仮に「三人称・男性・単数・完了（あるいは未完了）」という文
法カテゴリー（範疇）を中心に話を進めてきたが、アラビア語の動詞
の変化形に見られるカテゴリーには人称や数・ジェンダー等もある。
人称には 1 人称・2 人称・3 人称があり、数には単数・双数・複数が
ある。またジェンダーには男性形と女性形があり、この三つのカテゴ
リーが組み合わさると、結果的に以下のような 13 の変化形が存在す
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ることになり、「完了形」「未完了形」を考慮にいれると、倍の 26 の
変化形があることになる。
　以下にアラビア語の活用例を日本語に訳して例示する。
　《完了形》
　1 人称：「私は～した」「我々は～した」
　2 人称：「あなた（男性）は～した」「あなた（女性）は～した」「あ
なたたち二人は～した」「あなたたち（男性）は～した」「あなたたち
（女性）は～した」
　3 人称：「彼は～した」「彼女は～した」「彼ら二人は～した」「彼女
ら二人は～した」「彼らは～した」「彼女らは～した」
《未完了形》
　1 人称：「私は～する」「我々は～する」
　2 人称：「あなた（男性）は～する」「あなた（女性）は～する」「あ
なたたち二人は～する」「あなたたち（男性）は～する」「あなたたち
（女性）は～する」
　3 人称：「彼は～する」「彼女は～する」「彼ら二人は～する」「彼女
ら二人は～する」「彼らは～する」「彼女らは～する」
　これが第四の壁である。
8　動詞の派生形
　ついに最後の壁まで到達した。最後の壁は、動詞の派生形である。
　日本語の場合で言えば、たとえば「書く」という動詞を考えた場合
の「書く」「書いた」という変化形の問題は 7 で扱った。ここで派生
形というのは、日本語でいう「開く」「開ける」といった自動詞・他
動詞、「書く」「書かれる」のような能動・受動、さらに「書かせる」
のような「使役」、「書いてもらう」のような「依頼」といった意味の
派生が動詞の派生形で表されるという問題である。
　アラビア語文法ではこれらの派生形が約 15 種類存在し、一般の文
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法書を見ても、主なものだけでもⅡ型からⅩ型まで 9 種類が学習対象
として羅列され、それが理解できていなければそもそも辞書が引けな
い。つまり日本語の例で説明すると、「書いてもらった」という語形
があった場合、この基本的な語形が「書く」であると同定できなけれ
ば辞書が引けないということである。
　そしてさらに実際の文中では、そのⅡ型からⅩ型までのそれぞれの
動詞の派生形が、人称・数・ジェンダーのカテゴリーにしたがって、「完
了形」「未完了形」合計 26 の変化形を示す。これを聞いただけで、ア
ラビア語母語話者の頭の中はどういうメカニズムでアラビア語の文を
生成しているのだろうと考えるに至っても、至極当然のような気もす
る。
　派生形に関して最後に指摘しておきたいことがある。上に述べた説
明の通りだとすると、Ⅱ型からⅩ型までの派生形はすべてⅠ型が基本
的なもとになっていて、そこからⅡ型からⅩ型までの派生形が派生す
るというイメージを持ってしまう可能性がある。つまり、Ⅰ型は単純
で、派生形はそれぞれより複雑であるというイメージである。語形（音
型）に関してはその通りである。現実にテキストの中にある動詞の各
派生形から基本形つまりⅠ型が導き出されなければ、その動詞を辞書
で引くことはできない。問題は、実際の用法で使用されている派生形
が、意味的に基本的な意味ではないという場合である。たとえば「～
できる」という動詞はⅩ型である。「買う」という動詞はⅧ型である。
すなわち、実際のテキストでは、初心者用のテキストならばⅠ型だけ
で書かれており、上級になるにしたがってⅡ型・Ⅲ型と順により複雑
な派生形が使用されるようになるわけではなく、もちろん、教育的に
そのように配慮を加えた教科書がないわけではないが、生のテキスト
であれば、基本形か派生形かという配慮なしに、表現したいことをそ
れにふさわしい語彙で表現しているという現実があるだけである。
　これらのいくつもの壁を克服してやっと具体的なアラビア語の文に
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対峙し、辞書を引き引き解析というか解読というプロセスに入る。
Ⅱ　アラビア語の辞書
　ここでは定評のある Hans Wehr の『Arabic English Dictionary of Modern 
Written Arabic』の構成にしたがって、未知の単語の意味を見出すため
の具体的な手順をしるしてみたい。
1　辞書の構成
　①アラビア語は「語根」で引くことになっている。
　② 「語根」はアルファベット順に並んでいる（アリフ⇒バー⇒ター
⇒サー…）。
　③ 「代表形（見出し語の形）」は、三人称男性単数完了形の動詞「語
根」である。
　④ 見出し語のすぐうしろの「u」「a」等は、動詞の未完了形の第二
語根の母音である。
　⑤ 次の（　）内の形は「動名詞（…すること）」である。
　⑥ 以下、最初のブロックには動詞の意味が記述されている。
　⑦ Ⅱ～Ⅹのマークは、動詞の「派生形（「食べる」に対して「食べ
させる」とか「食べてもらう」とか）」である。
　⑧ 次のブロックには名詞の意味が記述されている。
　⑨ 第二語根や第三語根が「弱子音（アリフ・ワーウ・ヤー）」の場
合には「語根」を特定するのに注意が必要である。
2　辞書の引き方
　① アラビア語のアルファベット順を覚える（アリフ⇒バー⇒ター⇒
サー…）。
　② まだ覚えてない場合、辞書のどこからどこまでがどの文字かとい
Hosei University Repository
48
16異文化16異文化
う印や見出しをつける、といった工夫をしてもよい。
　③  28 の文字を、例えば五つごとにグループ化し、このグループは
辞書の最初の方、このグループは真ん中あたり、このグループは
最後の方といった、その語根の大体の位置を覚える、といった方
法も有効である。
　④ まず、単語から「三語根」の見当をつけ、見出し語を仮定する（複
数の可能性がある）。
　⑤見当をつけて、辞書を開く。
　⑥ 辞書の左ページの左上の「語根」、右ページの右上の「語根」を
たよりに、探している語根がもっと前のページかうしろのページ
か判断する。
　⑦ 探している見出し語が、左上の「語根」、右上の語根の間にある
ことを確認したら、その見開きの左右のページのどこかに見出し
語がある。
　⑧④から⑦までの作業を繰り返す。
　⑨ 見つかった語根には、一度引いたという心覚えのために、何らか
の印を付けておくとよい。
　⑩ 日本語で意味を書き込んでおくと、あとあと引きやすくなる。
　以下は上級用のヒントである。
　⑪ 「inta-」で始まる動詞があった場合、第一語根が「ta-」で始まる
動詞のⅦ型である可能性と、第一語根が「na-」で始まる動詞の
Ⅷ型である可能性がある。第一語根が「ta-」で始まる動詞のⅦ型
は「in-TA-」であり、第一語根が「na-」で始まる動詞のⅧ型は
「i-N-ta-」だからである（いずれも大文字で記したのが語根）。
　　 しかし、実際には「ta-」が第一語根であるⅦ型の動詞は存在しな
いので、「na-」が第一語根であるような語根のⅧ型を見れば、解
決するはずである。
　⑫ Ⅷ型では、接頭辞として語頭に「i-」が接続され、第一語根の後
Hosei University Repository
49
16異文化16異文化
ろに接中辞として「-ta-」が挿入されることになっている。とこ
ろが、第一語根の子音の種類によって、この接中辞の「-ta-」が
音を変えるという現象が起きる。第一語根が「ta-」の場合、「itta-」
というように同化する。第一語根が「dha-」の場合、「idhdha-」
となったり「idda-」となったりする。第一語根が「da-」の場合、
「idda-」となる。第一語根が「za-」の場合、「i-z-ta-」ではなく
「i-z-da-」となる。第一語根が「Sa-」の場合、「i-S-ta-」ではなく
「i-S-Ta-」となる。第一語根が「Ta-」の場合、「i-T-ta-」ではなく「iTTa-」
となる。第一語根が「Za-」の場合、「i-Z-ta-」ではなく「iZZa-」
となる。同様に、第一語根が弱子音（アリフ・ワーウ・ヤー）の
場合も注意が必要である。
Ⅲ　アラビア語の文を読んでみる
　「アル・クルアーン」「ハディース」でも「アラビアン・ナイト（千
夜一夜物語）」でも、ガッサン・カナファーニの「太陽の男たち」やシャ
ルカーウィーの「大地」でも、エジプトの「アフラーム」紙でもよい。
アラビア語で書かれた作品や文章を読んでみようと思い立ったら、ま
ずは辞書で単語を引いて、一つ一つの単語の意味を明らかにし、また、
文法的な知識を総動員して文全体の意味を定めていく、解析していく
のが何語によらず我々がとる方法だと思う。
　しかし、アラビア語の場合、やたらに辞書を引いたからといって目
指す目的に到達できるとは限らない。
　まずは辞書にあたる前に、その単語が名詞なのか動詞なのかといっ
た、文の構造に関する部分についてあらかじめ見当をつけておくとい
うことが、解読には助けになると、経験的にいえる。
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1　アラビア語の文の構成
　① 名詞文は「（限定）名詞 A（人称代名詞・指示代名詞）、＋ B 名詞」
＝（「名詞」は「名詞」です）：「A は B です」。例「私の父は、医
者です」「私は、学生です」「これは、本です」等々
　② 形容詞文は「（限定）名詞 A、＋形容詞 B」＝（「名詞」は「形容詞」
です）：「A は B です」。例「その本は、美しいです」等々
　③ 存在文は「前置詞＋名詞 A、＋名詞 B」＝（「名詞」に「名詞」
がある）：「A に B があります」。例「机の上に、本があります」「私
は自動車を持っています（直訳すると、私に、自動車が、です」等々
　④ 動詞文は「動詞 A、＋主語 B、＋目的語 C」の順＝（「主語」は「目
的語」を「動詞」する）：「B は C を A します」。（類型論的にい
うと、日本語は「SOV」「主語＋目的語＋動詞」、英語は「SVO」「主
語＋動詞＋目的語」、アラビア語は「OSV」「動詞＋主語＋目的語」）。
例「彼はアラビア語を勉強しました」「彼はアラビア語を勉強し
ます」等々
　⑤ 接続詞「 ʻan 」や「 ʻin 」等に導かれる動詞文、英語の「 that-
clause 」に当たる表現の場合、主文動詞の語尾は「 -a 」つまり「接
続形」になり、「 ʻanna 」や「 ʻinna 」等に導かれる名詞文の場合、
主語の名詞の語尾は「 -a 」つまり対格になる。
2　文法的な小辞
　辞書を引くときに、以下であげたような文法的な小辞を「語根」の
一部としてとらえてしまうと、永遠に辞書を引いても解答にはたどり
つけない。「語根」の一部と仮定してみたり、「語根」から外してみた
りして辞書と相談してみるといった経験をある程度積んでいくと、辞
書を引くスピードが驚異的に改善されるはずである。
　①接続詞の「 wa （ そして ）」や「 fa （ それから ）」。
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　②疑問詞の「 ʻa （　か？　）」。
　③接頭辞の「 sa-　（未来）」「 ka-　（の如く）」。
　④ 前置詞の「 bi-　（によって）[ bi-smi （名によって）]」「 ta-　（に
かけて）[ ta-lla:hi　（アッラーにかけて）]」等々。
　⑤完了の強意の「 qad 」。
　⑥ 「ハムザ」は単独で出てきたり、アリフやワウ、ヤーが支えとなっ
ていることがある。
　⑦ 「ハムザ」のないアリフは消えることがある。その場合「ワスラ」
記号が用いられる。
3　アラビア語の文の解読
　実際にアラビア語のテキストを解析、解読するときには、以下の点
に留意されれば、よりスムーズに正解にたどり着けるはずである。
　① 定冠詞「 ʻal- 」が最初に付いていたら、名詞の限定形で、語尾は
「-u 」「 -a 」「 -i 」である＝（それぞれ「名詞が」、「名詞を」、「名
詞の」）
　② 名詞語尾が「 -i 」の場合、属格「～の」の可能性とともに前置
詞の目的語であることがある。
　③ 定冠詞「 ʻal- 」が最初に付いていない場合、語尾は「 -un 」「 -an 」 
「 -in 」で、名詞の非限定形である＝「キターブン（本が）」、「キター
バン（本を）」、「キタービン（本の）」。
　④ 語頭に「 ya- 」「 ta- 」「 ʻa- 」「 na- 」等が来ており、語尾が「 -u 」
で終わっている単語は、動詞の未完了形である可能性がある。（そ
れぞれ「彼が－する」「あなた（男性）が－する」「私が－する」「我々
が－する」）
　⑤ 語頭に「 yu- 」「 tu- 」「 ʻu- 」「 nu- 」等が来ており、語尾が「 -u 」
で終わっている単語は、Ⅱ型・Ⅲ型・Ⅳ型動詞の未完了形である
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可能性がある。（それぞれ「彼が－する」「あなた（男性）が－す
る」「私が－する」「我々が－する」）
　⑥ 名詞であることが確定した場合、「case（格）」つまり「（主語）が」
なのか「（目的語）を」なのか「（名詞）の」なのか決めてから辞
書を引くこと。
　⑦ 動詞であることが確定した場合、「aspect（相）」つまり「（主語）
が（動詞）した」なのか「（主語）が（動詞）する」なのかを決
めてから辞書を引くこと。
　⑧ 動詞の場合、前置詞と一緒になって熟語になっていないか、辞書
を引くときに注意すること。
　⑨ 名詞の複数形にはアリフやワーウが追加されていることがあるの
で、「語根」をきちんと見極めること。
　⑩ 名詞や動詞の語尾にくっ付いている「代名詞」を、もとの名詞に
きちんと戻して意味を確定すること。そのとき、男性名詞の複数
形は女性名詞扱いするなどの規則を思い出すこと。
　学校でのアラビア語学習用のテキストや、宗教的な理由からその読
み方（解釈）に不明確なところがないように配慮されている「アル・
クルアーン（コーラン）」を除けば、一般のアラビア語のテキストに
は「シャクル：ファトハ・カスラ・ダンマ等の母音符号」がないのが
通常である。目の前に展開するのはアラビア文字つまり子音を表すの
たくるような文字列である。それにどういう母音をふって具体的な単
語の形にするかは、読者の読解力にゆだねられている。自分の持って
いるアラビア語文法に関する知識を総動員して、この文字列はこう読
むのではないかという仮説を次々に立てながら、辞書に向かうことに
なる。その仮説があっていて辞書の中にその単語が発見できれば万々
歳だが、特に初歩のうちはそう簡単にはいかない。いろいろな可能性
を試しながら辞書をあちこちひっくり返して、やっと同定できる文法
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形式にたどり着くというのが、すべてのアラビア語学習者に用意され
ている試練である。ここから先は、繰り返し仮説を立てては失敗する
というプロセスをどれだけ根気よく続けられるかという学習者の執念
次第である。
　実際ここまで述べてきたアラビア語の文を読むための手順は、文法
的な知識等が実際にそのレベルまで到達してからでないと実感がわか
ないと思う。出来うる限り筆者自身の経験に基づいて、それを生かす
ように工夫してしるしてきたので、実践的（実戦的）に役に立つはず
であるし、そう願っている。アラビア語の壁や学習上の試練に怖気づ
くことなくアラビア語というヒトの言語の一例に挑戦する同輩がます
ます増えることを期待している。
〔注〕
① 「アフロ・アジア」という呼称については江村（2013）を参照され
たい。
② 江村（1990）「ダイグロシア」（C. A. ファーガソン（1959）「Diglossia」
“Word”15. pp. 325-40。ただし底本は、A. S. Dil 編のファーガソンの
論文集『Language Structure and Language Use』Stanford University Press, 
California 1971 を使用した）
③ 「イトバーク」については A. F. L. Beeston（1970） pp. 16-19 を参照
されたい。
【文献】
A. F. L. Beeston（1970）『The Arabic Language Today』HUTCHINSON UNIVERSITY
　LIBRARY, LONDON
Hans Wehr（1993）『Arabic English Dictionary of Modern Written Arabic』Spoken 
Language Services
江村　裕文（2014）「アフロ・アジアについて」『異文化』第 15 号「本編」 
pp. 33-38、法政大学国際文化学部
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江村　裕文訳（1990）「ダイグロシア」『ことばのアスベクト』第四号 pp. 45-66、
京都産業大学言語研究会
【付録】
　以下に、日本語で読める文献を紹介する。
1　フスハー（正則アラビア語）
○テキスト類（発行年順）
　井筒俊彦（1950）『アラビア語入門』慶応出版社
　川崎寅雄（1974）『アラビア語入門』みき書房
　黒 柳恒男（1976）『アラビア語入門』、黒柳恒男・飯森嘉助（1976）『アラビア
語入門』泰流社の前半（同著（1999）大学書林）
　池田修（1976）『アラビア語入門』岩波書店
　内記良一（1983）『基礎アラビア語』大学書林
　内記良一（1988）『くわしいアラビア語』大学書林
　本 田孝一（1993）『アラビア語の入門』白水社（改訂版（1998）、新装版（CD 付）
（2001））
　四戸潤弥（1996）『現代アラビア語入門講座　上・下』東洋書店
　本田孝一（1998）『ステップアップ　アラビア語の入門』白水社（CD 付（2004））
　佐々木淑子（2000）『アラビア語入門　改訂版』青山社（相模原）
　奴田原睦明（2002）『基本アラビア語入門』大学書林
　宮本雅行（2003）『はじめてのアラビア語』講談社現代新書
　Ro bert R. Ratcliffe（2003）『アラビア語入門』（東京外国語大学語学教科書シリー
ズ）東京外国語大学生活協同組合出版部
　新妻仁一（2009）『アラビア語文法ハンドブック』白水社
　八木久美子（2013）『大学のアラビア語詳解文法』東京外国語大学出版会
　青 山弘之、イハーブ・アハマド・エベード（2013）『大学のアラビア語　表現
実践』東京外国語大学出版会
　Ha nan Rafik Mohamed、吉田昌平（2014）『大学のアラビア語 発音教室（DVD 付）』
東京外国語大学出版会
以下のような翻訳書もある。
　W . ライト／後藤三男訳（1987）『アラビア語文典　上巻　正字と正音・品詞論・
総索引』ごとう書房
　W . ライト／後藤三男訳（1987）『アラビア語文典　下巻　文章論・韻律論』ごと
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う書房（原著は、W. Wright（1974）『A grammar of the Arabic language』LIBRAIRIE 
　DU LIBAN, BEIRUT）
　他に、「鷲見朗子『初歩のアラビア語』放送大学教育振興会」のような放送大
学用のテキストや、NHK ラジオの「アラビア語講座」のテキスト、NHK テレビ
の「アラビア語会話」のテキスト等も手軽に手に入る。
　また、Web サイトでも、例えば「大阪大学世界研究言語センター」のページに
は「高度外国語教育独習コンテンツ」があり、そこには 20 言語が用意されている。
その中にアラビア語もリストアップされており自学自習ができる。
○会話帳類
　飯 森嘉助（1974）『実用アラビア語　会話単語集』ウラオカプリンティング出
版社
　内記良一（1979）『アラビア語会話練習帳』大学書林
　奴田原睦明・岡真理（1989）『エクスプレス　アラビア語』白水社
　飯 森嘉助監修・岡野利雄著（1978）『アラビア語会話（フスハー、クウェート、
イラク、ガルフ方言）』
　竹田敏之（2010）『ニューエクスプレス　アラビア語』白水社
2　アーンミーア（民衆アラビア語）
（エジプト方言）
　田中四郎（1957）『アラビア語会話』江南書院
　田中四郎（1963）『実用アラビア語会話』大学書林
　飯 森嘉助（1976）『アラビア語入門』、黒柳恒男・飯森嘉助（1976）『アラビア
語入門』泰流社の後半（同著（1999）大学書林）
　西 尾哲夫・師岡カリーマ＝エルサムニー（1997）『エクスプレス　エジプト・
アラビア語』白水社
　西 尾哲夫・師岡カリーマ＝エルサムニー（2003）『CD エクスプレス　エジプト・
アラビア語』白水社
（パレスチナ方言）
　依田純和（2011）『アラビア語パレスチナ方言入門』大阪大学出版会
　依田純和（2012）『アラビア語エルサレム方言文法研究』渓水社
（モロッコ方言）
　戸 部実之（1996）『実用モロッコ（アラビア）語入門：発音・文法・会話集・
単語集』泰流社
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　石 原忠佳（2000）『モロッコ・アラビア語：標準アラビア語対照：会話と文法』
大学書林
（湾岸方言）
　上 野悌嗣（1992）『実用　湾岸方言アラビア語』日本サウジアラビア協会・日
本クウェート協会
○旅行用に「旅の指さし会話帳」（情報センター出版局）も紹介する。
　39　伊藤由起（2002）『エジプト』
　46　サルマド＝ムフスィム＝アリー・野坂陽子・吉澤誠（2003）『イラク』
　77　武岡悟（2008）『チュニジア』
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